
授業①：札幌市立上野幌中学校1年生 - 現代的なリズムのダンス
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　佐藤光教諭の授業では，単元前
半での個人課題への取組から，単
元中盤での仲間との課題発見，そ
して単元終盤でのグループで課題
解決に向かう状態という，単元全
体の流れが具体として表れた授業
となっていた。 
　本単元では，授業づくりの段階
で設定した単元目標の達成に向
かっていく授業構成・授業内容で
あったことがデータでも確認でき
る実践となっていた。



授業①：札幌市立上野幌中学校1年生 - 現代的なリズムのダンス

　身体活動量（Amount of Physical Activity: PA）と会話量（Amount of Verbal Communication: VC）
との相関関係（上図）を確認すると，1時間目および4時間目では有意な相関関係は確認できなかった． 

r = .296
p = .161
covariance = 347.355
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図．単元1時間目・4時間目における身体活動量と言語的コミュニケーション量との関係

r = .244
p = .273
covariance = 185.126
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r = .467*
p = .028
covariance = 449.238
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授業①：札幌市立上野幌中学校1年生 - 現代的なリズムのダンス

　単元7時間目になるとPAとVCが有意な相関関係となっていた。つまり，単元序盤の1時間目や単元中盤
の4時間目では，運動量と話し合いに参加する時間とは特に関わりが見られなかったのに対して，単元で
の学習が進む中で，学習課題の把握や解決に向かう取組が進んでいる7時間目になると運動量の多い生徒
ほど課題意識を持って話し合いに参加するように変化してきていることが窺える。

図．単元7時間目における身体活動量と言語的コミュニケーション量との関係

7時間目
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　上野幌中学校の男子では，50m走・持久走・20mシャ
トルランの3項目すべてと有意な相関関係が認められ
たのが，「保健体育の授業ではたくさん運動します
か？」，「保健体育の授業で，積極的に話し合いに
参加できていますか？」，「あなたにとって運動や
スポーツは大切なものですか？」の3項目であった。
この「運動は大切だと思う」，「体育授業でよく動
く」，「体育授業で積極的に話し合いに参加する」
の3項目はそれぞれの間での有意な相関関係も認めら
れた。本研究課題で測定している実際の身体活動量
についても，これらの因子との有意な相関関係が認
められた。これからのことから，運動の大切さを感
じることが体育授業での積極的な態度と関連し，走
力をベースとする体力ポイントにも影響するのでは
ないかと推察される。図．男子の体力項目と体育授業での意識の関係
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　上野幌中学校の女子では，「保健体育の授業ではたくさ
ん運動しますか？」，「保健体育の授業で，自分の動きの
質が向上していることを実感することがありますか？」，
「保健体育の学習に取組む時に，自分の課題や目標を意識
していますか？」，「あなたにとって運動やスポーツは大
切なものですか？」の4項目が，50m走・持久走・20mシャ
トルランの3項目との有意な相関関係となっていた。ま
た，実際の体育授業では「保健体育の授業で，積極的に話
し合いに参加できていますか？」のポイントが高い生徒ほ
ど，身体活動量が多い傾向にあった。 
　これらのことから，女子は運動の大切さと体育授業での
積極的態度との関連に加えて，体育授業での学習の振り返
り，体育授業での技能向上，そしてそれらの要素をつなぐ
体育授業での課題意識が，体力項目における走力に関係す
る部分と関係していると考えられる。図．女子の体力項目と体育授業での意識の関係
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授業②：札幌市立中の島中学校2年生 - ネット型球技・バレーボール
単元全10時間 指導と評価の計画

次の運動について、勝敗を競う楽しさや喜びを味わい、球技の特性や成り立ち、技術の名称や行い方、（その運動に関連して高まる体力）（など）を理解するとともに、基本的な技能や仲間と連携した動きでゲーム
を展開することができるようにする。
　イ　ネット型では、ボールや用具の操作と定位置に戻るなどの動きによって空いた場所をめぐる攻防をすることができるようにする。

攻防などの自己の課題を発見し、合理的な解決に向けて運動の取り組み方を工夫するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにする。

球技に積極的に取り組むとともに、フェアなプレイを守ろうとすること、（作戦などについての話合いに参加しようとすること）、（一人一人の違いに応じたプレイなどを認めようとすること）、仲間の学習を援助しようとす
ること（など）や、健康・安全に気を配ることができるようにする。

①相手の打球に備えた準備姿勢をとることができる。
②相手側のコートの空いた場所にボールを返すことができる。
③味方が操作しやすい位置にボールをつなぐことができる。

技能 思考・判断・表現
①提供された練習方法から、自己やチームの課題に応じた練習方法
を選んでいる。
②体力や技能の程度、性別等の違いを踏まえて、仲間とともに楽しむ
ための練習やゲームを行う方法を見付け、仲間に伝えている。

主体的に学習に取り組む態度
①球技の学習に積極的に取り組もうとしている。
②練習の補助をしたり仲間に助言したりして、仲間の学
習を援助しようとしている。
③健康・安全に留意している。

※「知識・技能」、「思・判・表」については、各授業後や単元終了後にワークシートの記載等からも評価することで評価の信頼性を高めることができる。

①学習カード

③観察

①観察・学習カード②観察・学習カード

②観察

○チーム練習
・相手から来たボールを拾えなかった。
・相手とラリーを続けられるようになりたい。

自分たちのチームの課題を解決するために、
どんな練習に取り組んだらよいだろうか

○まとめのゲーム　大会　オールコートで６対６

２コートで５チームのリーグ戦を行う。その際、１チームは
審判を行う。
※審判のやり方については簡単に学習する

○振り返り
・「拾う」ための準備姿勢をとれるようになったか
　ら、ミスの数が減ってきたんだな。
・ミスをしても、チームでカバーしあうことが大事
　だ。

単元の
評価
規準

①球技には、集団対集団、個人対個人で攻防を展開し、勝敗を競う楽しさや喜びを
味わえる特性があることについて、言ったり書き出したりしている。
②球技の各型の各種目において用いられる技術には名称があり、それらを身に付け
るためのポイントがあることについて、学習した具体例を挙げている。

知識

107

仲間と協力して試合を楽しむ方法を見付け、仲間
に伝えることができるようにする。

相手チームからの返球に備えた準備姿勢をとるこ
とができ、つないだボールを相手コートの空いた
場所に狙って返すことができるようにする。

ボールを「拾う」、「つなぐ」、「返す」ためのポイント
を理解し、ねらった場所にボールをつなげること
ができるようにする。

8 9

学習の
流れ

第2学年　単元名　バレーボール（10時間）

目標

6

自チームの課題に応じた練習に取り組み、練習
の良い取り組み方を選ぶことができるようにする。

単元の
目標

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

時間 1 3 4 5

バレーボールの特性を理解し、学習の見通しをも
つことができるようにする。

2

①・②観察

相手コートに３回でボールを返そう
相手コートに３回でボールを狙った場所に返そう

○ルールの確認
○３回返球ゲームのルールを覚えた後、自分たちのプ
レーの記録をとる。

○観察する役割の人を中心に、「拾う」「つなぐ」「返す」
のどの局面でのミスが多いかチームの課題を考える。
・ボールを「つなぐ」準備ができていない。
・ミスを減らしてラリーをつなぎたい。

○振り返り
→ボールを「拾い」、味方に「つなぎ」、相手
　コートに「返す」ために大切なことは何かを
　考える。
　・ボールが来る前に準備姿勢をとる
　・ボールの落下点に早く入る
　・味方のカバーをできるように予測する
　・返す方向を見る
　・返しやすい場所にボールをつなぐ

【課題を見つける活動】
○３回返球ゲーム　５人～６人
（chromebookのスプレッドシートを使ってチームのプ
レーを分析する）

○ゲームを振り返る

３回で相手コートにボールを「返す」にはどうしたらよい
だろうか。

→ゲームを行っていて感じたことや、観察、撮影して分
かったことを共有する。
・１本目が上がらないのは、ボールを「拾う」姿勢が準備
できていないからかな。
・返しやすい位置にボールを「つなげ」たら、返せる回数
が増えそうだ。
・「返す」ときにボールを高い位置で捉えることができて
いないね。
〇チームにあった練習方法を選択する
・拾う、つなぐ、返すそれぞれに特化したチーム練習か
ら２つの練習を選択する。
※同じ練習を選択することも可
・10分の練習を２回、行う
○振り返り
→自分たちの課題に応じて、練習の取り組
　み方を工夫できたかどうか考え、学習カー
　ドに書く。

評
価

態

思

知

技

○前時の振り返り
・チームの仲間からアドバイスをもらって、ボー
　ルを返すためのポイントがわかった。
・練習したことを試合で試してみよう。

○３回返球ゲーム③

○ゲームを振り返る
・相手コートに「返す」回数が増えた。
・相手からボールが返ってきてもボールをつな
　ぎたい。

４対４のゲームでラリーをつなごう

○ルールの確認

○６対６のゲーム①
→観察する役割の人が、「拾う」「つなぐ」「返
　す」のどの局面でミスをしているのか数える。
　ゲームの様子を観察する。

○ゲームを振り返る
　（観察、撮影して分かったことを共有する）
・相手から返ってきたボールを「拾う」局面のミス
　が多いね。
・返しやすい位置にボールを「つなぐ」ことがで
　きていないね。
・せっかくつないだボールは丁寧に「返す」こと
　が大事だね。

○振り返り
→４対４のゲームを通して分かった、自分の
　チームの課題について整理する。

①観察

②学習カード

①・③観察

○オリエンテーション
・バドッキュウの感想を共有する
　つなぐことが楽しかった。声かけの重要性。など
①試合の映像視聴
　１「拾う」自分たちのコートに落とさない
　２「つなぐ」味方にパスする
　３「返す」相手コートに落とす
 という流れで得点を取れると楽しいスポーツだ。
→バドッキュウと同じように【繋いで返す】ことが面白いス
ポーツ

②ルールの確認

基本的技能（ドリル練習の確認）
○キャッチ＆スロー
・バレーボールの扱いに慣れよう。
・オーバーハンドパス、アンダーハンドパス　etc.
○二人一組パス練習
○チーム練習
（前後レシーブ・１バウンド円陣パス） 

○試しの簡易ゲーム《３回返球ゲーム》
※バドミントンコートに４人
　（ルール）
 ・必ず３回で返球する（１点）　・１バウンドOK
 ・１回ごとにローテーション　　・一定時間内に多く得点
できた方が勝ち
　（バリエーション）
　・２本目をキャッチしてからパスを出す
   ・１バウンドの回数を制限する

〇振り返り
・バドッキュウとの共通点
・難しく感じたところ

■【ひろって、つないで、かえす RETOAゲーム】 ≪３回返球ゲーム≫

※バレーボールコートに４人 ※ボールをコート外の味方が投げ入れてスタート

（ルール） ３回以内に相手コートに返す。相手コートの落ちた場所に応じ

た得点とつないだ回数で合計得点を算出する。 各チーム10回試技する。

（攻撃のコツ） ・ボールを高く上げる ・パスする相手を明確にする

・返しやすい位置につなぐ

（バリエーション） ・２本目をキャッチしてからパスを出す

≪二人一組パス練習≫ ※一人が下手投げしたボールをもう一人が返球する 【ポイント】 ・準備姿勢 ・定位置に戻る動き ・ボールを捉える位置 ・足首や膝の使い方

■ICTを活用した工夫例

・端末の録画機能を活用し、ゲーム中の動きを観察して振り返られるようにする。

・成功した場面を撮影し、イメージを共有できるようにする。

≪チーム練習≫ ①前後レシーブ：三人一組でニつのボールを使用する。二人が前 ・後ろ交互に投げるボールをレシーブする。 【ポイント】・定位置に戻る意識 ・慣れてきたら、ボールの強さを変化させる

②１バウンド円陣パス：２バウンドする前につなぐ 【ポイント】・ボールを持っていない人の動き ・慣れてきたら、バウンド回数を制限する

③L字パス 三人一組：下手投げされたボールを90度向きを変えて隣の人へパス 【ポイント】 ・ボールが来る方向から返したい方向へ体の向きを変える ・ 慣れてきたら、四人一組で連続してパスをつなぐ

④ボールを「返す」練習 （キャッチトスからの返球） ：１．両手を使ってジャンプパス ２．片手でその場アタック 【ポイント】 ・狙ったところに「返す」ためには ・どこに「つなぐ」と

■運動が苦手な生徒への配慮例

・競技の特性は「volley」であり、本来はキャッチしたり、バウンドさせたりできないが、

ラリーが続く楽しさを味わえるようにバウンドやキャッチを認める場面を作る。

・バウンドやキャッチは段階的に少なくなる見通しを生徒と共有する。

■簡易化されたゲームの例 ≪４対４ミニゲーム≫ ※バドミントンコートで４対４ ※ボールを味方が後衛に投

げ入れてスタート

（ルール） ・１バウンドOK ・３連続得点でサービス権交代 ・１回ごとにローテーション ・一定時間内に多く得

点できた方が勝ち



　白川敦教諭の授業では，単元前半で
の個人技能を中心とした課題への取組
から，単元中盤でのグループでのパスの
繋ぎ方やゲームに向けた準備，そして
単元後半でのゲームを中心とした学習
内容におけるチームでの課題解決に向
かう状態という，球技の単元として全
体の流れや構成が授業成果として表れ
た結果となっていた。授業づくりの段
階で設定した単元目標の達成に向かっ
ていく授業構成・授業内容であったこ
とが確認できる実践となっていた。

授業②：札幌市立中の島中学校2年生 - ネット型球技・バレーボール
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　身体活動量（Amount of Physical Activity: PA）と会話量（Amount of Verbal Communication: VC）
との相関関係（上図）を確認すると，1時間目および4時間目では有意な相関関係は確認できなかった． 

図．単元1時間目・4時間目における身体活動量と言語的コミュニケーション量との関係

1時間目 4時間目
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　7時間目になるとPAとVCが有意な相関関係となっていた。単元序盤の1時間目や単元中盤の4時間目では，運動
量と話し合いに参加する時間とは関わりが見られなかったのに対して，単元での学習が進む中で学習課題の把握や
解決に向かう取組が進んでいる7時間目になると運動量の多い生徒は話し合いにも積極的に参加するようになって
いる傾向が窺える。これは，先述したダンス授業においても同様に結果となっており，単元の中で学習が進み学習
課題の共有によって生徒の課題への焦点化が起こることによって，身体活動量と会話量の関連が強く表れることと
なると考えられる。

図．単元7時間目における身体活動量と言語的コミュニケーション量との関係
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　50m走および持久走のポイントと体育授業への意
識との関連について，アンケート調査データから分
析を行った。中の島中学校では20mシャトルランは
データ不足のため分析対象から除外した。その結
果，男子では「保健体育の学習に取組む時に，グ
ループの課題や目標を意識していますか？」と「保
健体育の授業ではたくさん運動しますか？」，「保
健体育の授業で，積極的に話し合いに参加できてい
ますか？」，「あなたにとって運動やスポーツは大
切なものですか？」という項目間で有意な相関関係
が認められた。また，50m走と「保健体育の授業で
はたくさん運動しますか？」，「保健体育の学習に
取組む時に，グループの課題や目標を意識していま
すか？」との間に有意な相関関係が認められた。図．男子の体力項目と体育授業での意識の関係
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　中の島中学校の女子では，50m走および持久走と「保健体育の
授業ではたくさん運動しますか？」，「あなたにとって運動や
スポーツは大切なものですか？」の2項目が強く関連していた。
また，「あなたにとって運動やスポーツは大切なものです
か？」，「保健体育の授業ではたくさん運動しますか？」，「保
健体育の授業で，自分の動きの質が向上していることを実感する
ことがありますか？」，「保健体育の授業で，積極的に話し合
いに参加できていますか？」，「保健体育の学習に取組む時
に，グループの課題や目標を意識していますか？」，「保健体育
の授業の終わりに，その授業を振り返って良かったところや課
題があるところについて考えていますか？」という項目間に有意
な相関関係が認められた。 
　これらのことから，球技の単元において，「運動が大切だと
思う」ことや「グループ課題を意識する」ことは，授業内の身体
活動量に影響すると考えられる「体育授業でよく動く」ことと
強く関連し，そのことが50m走や持久走といった走力に関わる体
力とつながると考えられる。図．女子の体力項目と体育授業での意識の関係
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①授業技術の高い体育教師は，単元目標を起点に，活動内容，各授業
目標，単元の文脈を整理して構築している。 
②授業技術の高い体育教師であっても，授業の中で生徒の様子を観察
しながら，授業を柔軟に修正・改善している。 
③授業技術の高い教師の授業では，単元目標に向かう一貫した学習プ
ロセスがデザインされている。 
④身体活動量と会話量の相関は単元後半の協働場面で生じ，課題未把
握の生徒には教師のサポートが必要となる。 
⑤体育の重要性の認識や課題意識・振り返りの習慣が，走力などの体
力項目と関連している。

本研究課題のまとめ


